
 

１ 

日本赤十字秋田看護大学・日本赤十字秋田短期大学における   

「教学マネジメント指針」 

本学で は、赤 十字 の理 念を基 調とし た「 人道 」の建 学の精 神を 踏ま え、全 課程に おけ る

教育を 支える マネ ジメ ントの あり方 につ いて 、日本 赤十字 秋田 看護 大学・ 日本赤 十字 秋田

短期大 学規程 （1-7-4）に教 学マネ ジメ ント ・ポリ シーを 定め てい る。  

本教学 マネジ メン ト指 針は、 本学の マネ ジメ ント・ ポリシ ーを 踏ま え、2040年に向 け

た高等 教育の グラ ンド デザイ ン(答 申)1） にお いて課 題とさ れた 今後 到来す る予測 困難 な時

代にあ る高等 教育 改革 の実現 すべき 方向 性と して求 められ る「 学修 者本位 の教育 の実 現」

を目指 し、中 央教 育審 議会大 学分科 会（ 令和 2年1月22日）で 検討 された 「教学 マネ ジメ

ント指 針」 2） を基 に作 成した 。これ まで も教 育の質 を保証 する ため 、自主 的な教 育改 善

を行っ てきた が、 「自 律的な 学修者 の育 成」 を進め るため に、 教育 を目的 とする 組織 とし

ての大 学が、 教学 マネ ジメン トとい う考 え方 を重視 してい く必 要が ある。  

教学マネジメントとは 

教学マ ネジメ ント とは 、「大 学がそ の教 育目 的を達 成する ため に行 う管理 運営」 と定 義

する。 教学マ ネジ メン トの確 立に当 たっ ては 、学修 者本位 の教 育の 実現の ために 、教 育提

供者の 目線で はな く、 学修者 本位の 教育 に向 けて、 学内に おけ る委 員会活 動など の取 組を

有機的 に関連 付け 、根 本的か つ包括 的な 教育 改善に つなげ てい くも のであ る。  

 本指 針は、 「デ ィプ ロマ・ ポリシ ー（ 卒業 認定・ 学位授 与の 方針 ）」「 カリキ ュラ ム・

ポリシ ー（教 育課 程編 成・実 施の方 針） 」「 アドミ ッショ ン・ ポリ シー（ 入学者 受入 れの

方 針 ） 」 の 3つ の ポ リ シ ー に 基 づ き 、 学 修 者 本 位 の 教 育 の 実 現 を め ざ し 、 教 育 改 善 に 取 り

組むた めの指 針で ある 。同時 に、教 学マ ネジ メント がシス テム とし て確立 した大 学運 営の

在り方 を社会 に対 して 示すも のであ る。  

 教学 マネジ メン トの 確立に あたっ ては 、学 長、学 務部長 、学 部長 、学科 長、研 究科 長が

個 々 の 学 位 プ ロ グ ラ ム の 構 築 ・ 運 営 に 責 任 を 負 う 。 ま た 、 実 際 に 教 育 に 携 わ る 教 職 員 も

「教学 マネジ メン トの 指針」 を踏ま えて 教育 改善に 取り組 む。  

  

Ⅰ.「三つの方針」を通じた学修目標の具体化について 

 大 学 に お け る 3つ の ポ リ シ ー は 、 学 修 者 本 位 の 教 育 の 質 の 向 上 を 図 る た め の 出 発 点 と も

い え る 重要 な も の で あ る 。 特 に「 デ ィ プ ロ マ ・ ポ リ シー (卒 業 認 定 ・ 学 位 授与 の 方 針 )」 は、
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学生の 学修目 標と して 、また 、卒業 生に 最低 限備わ ってい る能 力を 保証す るもの とし て機

能すべ きもの で、 具体 的かつ 明確に 定め られ ること が必要 であ る。 また、 教学マ ネジ メン  

 

Ⅰ .「 三 つ の 方 針 」 を 通 じ た 学 修 目 標 の 具 体 化 に つ い て  

トの確 立に当 たっ ては 、教育 の成果 を学 位プ ログラ ム共通 の考 え方 やアセ スメン トプ ラン

に則っ て点検 ・評 価す ること が必要 であ る。  

 

1. 大学全 体レベ ル  

・ 教 学 マ ネ ジ メ ン ト の 確 立 に 当 た っ て は 、 大 学 教 育 の 成 果 を 学 位 プ ロ グ ラ ム 共 通 の 考 え

方 や ル ー ブ リ ッ ク 等 の 尺 度 に 則 っ て 点 検 ・ 評 価 を 行 う こ と が 必 要 で あ る 。 そ の 際 、 点

検 ・ 評 価 の 目 的 、 達 成 す べ き 質 的 水 準 及 び 具 体 的 実 施 方 法 等 に つ い て 、 三 つ の 方 針 の

内容に 則して あら かじ め定め ておく 必要 があ る。  

・ 学 修 者 本 位 の 教 育 へ の 転 換 の 観 点 か ら は 、 各 学 位 プ ロ グ ラ ム を 横 断 し て 学 位 の 名 称

（ 看 護 学 、 介 護 福 祉 学 ） に ふ さ わ し い 学 修 目 標 と な っ て い る こ と に つ い て 、 各 学 位 プ

ロ グ ラ ム に お い て 適 切 な 策 定 プ ロ セ ス が 踏 ま れ て い る か を 中 心 に 、 事 前 に 確 認 を 行 う 。

あ わ せ て 、 各 学 位 プ ロ グ ラ ム に お い て 、 ア セ ス メ ン ト プ ラ ン 等 に 従 い 、 日 常 的 な 点 検

や総合 的な点 検・ 評価 が行わ れてい るか を確 認する 。  

2. 学位プ ログラ ムレ ベル  

・ 学 位 プ ロ グ ラ ム 毎 に 定 め る 「 デ ィ プ ロ マ ・ ポ リ シ ー (卒 業 認 定 ・ 学 位 授 与 の 方 針 )」 は 、

在 学 生 に 対 し て は 、 学 生 自 身 が 身 に 付 け る 資 質 ・ 能 力 の 目 安 ・ 指 針 と な り う る も の で

あ り 、 対 外 的 に は 卒 業 生 に 最 低 限 備 わ っ て い る 資 質 ・ 能 力 を 保 証 す る も の と し て 機 能

す べ き で あ る 。 し た が っ て 、 学 位 プ ロ グ ラ ム と し て ふ さ わ し い 具 体 的 か つ 明 確 な 学 修

目標を 示す必 要が ある 。 

・ 「 デ ィ プ ロ マ ・ ポ リ シ ー (卒 業 認 定 ・ 学 位 授 与 の 方 針 )」 に お け る 学 修 目 標 は 、 卒 業 生

が 「 何 を 学 び 、 身 に 付 け る こ と が で き る の か 」 を 明 ら か に し て 策 定 さ れ る 必 要 が あ る 。

そ の 際 、 学 修 目 標 は 、 学 修 成 果 や 教 育 成 果 を 、 定 量 的 又 は 定 性 的 な 根 拠 に 基 づ き 評 価

で き る も の と す る 必 要 が あ る 。 そ の た め 、 卒 業 ま で に 学 生 が 身 に 付 け る べ き 資 質 ・ 能

力を記 述する 際は 、原 則とし て「学 生は 、～ するこ とがで きる 」と いう形 式にす る。  

・ 学 位 プ ロ グ ラ ム の 構 築 ・ 運 営 に 責 任 を 担 う 学 部 長 、 学 科 長 、 研 究 科 長 等 や 実 際 の 運 営

に 携 わ る 教 員 は 、 学 生 に 授 与 す る 学 位 の 名 称 に 対 し て 、 学 修 目 標 お よ び 学 修 内 容 が 適

切 な も の と な っ て い る こ と を 客 観 的 に 説 明 で き る こ と が 重 要 で あ る 。 併 せ て 、 そ れ ぞ

れ の 学 位 プ ロ グ ラ ム に お い て も 、 ア セ ス メ ン ト プ ラ ン 等 に 従 い 、 日 常 的 な 点 検 や 総 合

的な点 検・評 価を 行う 。 
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Ⅱ.授業科目・教育課程の編成・実施について 

 

Ⅱ .授 業 科 目 ・ 教 育 課 程 の 編 成 ・ 実 施 に つ い て  

「 デ ィ プロ マ ・ ポ リシ ー (卒業認 定 ・ 学 位授 与 の 方 針)」 に 定 めら れ た 学 修目 標 を 達 成す る

観点か らは、 明確 な到 達目標 を有す る個 々の 授業科 目が学 位プ ログ ラムを 支える 構造 とな

るよう に、体 系的 かつ 組織的 な教育 課程 の編 成が必 要であ る。 編成 に当た っては 、授 業科

目の過 不足な い設 定、 各授業 科目相 互の 関係 、履修 順序や 履修 要件 の検証 が必要 であ る。

加えて 、密度 の濃 い主 体的な 学修を 可能 とす る前提 として 、授 業科 目の精 選・統 合の みな

らず、 学生が 同時 に履 修する 授業科 目数 の絞 り込み を行う こと が必 要であ る。  

シラバ スにつ いて は、 個々の 授業科 目に つい て学生 と教員 との 共通 理解を 図る上 で極 め

て重要 であり 、か つ、 成績評 価の基 点と なる もので あるこ とも 踏ま え、適 切な項 目を 盛り

込む必 要があ る。  

・ 「 デ ィ プ ロ マ ・ ポ リ シ ー (卒 業 認 定 ・ 学 位 授 与 の 方 針 )」 に 定 め ら れ た 学 修 目 標 を 、 授

業 科 目 ・ 教 育 課 程 の 編 成 に お い て 具 体 化 し 、 客 観 的 な 点 検 ・ 評 価 を 可 能 に す る 必 要 が

あ る 。 こ の 観 点 か ら 、 授 業 科 目 を 担 当 す る 教 員 は 、 当 該 学 修 目 標 を 達 成 で き 、 か つ 点

検 ・ 評 価 も 可 能 な 授 業 科 目 ・ 教 育 課 程 を 具 体 的 に 構 築 す る こ と が で き る よ う な 、 当 該

学問分 野にお ける 専門 性が必 要とな る。  

1. 大学全 体レベ ル  

教育課 程の編 成・ 実施 は、大 学全体 のレ ベル におい ても組 織的 に行 われる 必要が ある 。

このた め、「 ディ プロ マ・ポ リシー （卒 業認 定・学 位授与 の方 針） 」や「 カリキ ュラ ム・

ポリシ ー（教 育課 程編 成・実 施の方 針） 」を 踏まえ 、各学 位プ ログ ラムに おいて 適切 な編

成プロ セスが 踏ま れて いるこ とを中 心に 、事 前に確 認する こと や日 常的な 点検お よび 総合

的な点 検・評 価が 行わ れてい るかを 確認 する 。 

2.学位 プログ ラム レベ ル 

・ 授 業 科 目 ・ 教 育 課 程 の 編 成 ・ 実 施 は 、 学 位 プ ロ グ ラ ム 全 体 で 組 織 的 に 行 わ れ る 必 要 が

あ り 、 学 部 長 、 学 科 長 、 研 究 科 長 等 を 中 心 に 各 教 職 員 や 専 門 的 な ス タ ッ フ を 含 む 体 制

を整え る。  

・ 「 デ ィ プ ロ マ ・ ポ リ シ ー （ 卒 業 認 定 ・ 学 位 授 与 の 方 針 ） 」 に 示 さ れ る 「 何 を 学 び 、 身

に 付 け る こ と が で き る の か 」 か ら 出 発 し て 、 必 要 な 授 業 科 目 を 開 設 し 、 体 系 的 に 教 育

課 程 を 編 成 す る 。 同 方 針 と の 関 係 が 明 ら か で な い 授 業 科 目 に つ い て は 、 内 容 の 見 直 し

や取り やめの 検討 が必 要とな る場合 もあ るこ とに留 意する 。  

・ 体 系 的 な 教 育 課 程 を 編 成 す る 際 に は 、 「 デ ィ プ ロ マ ・ ポ リ シ ー （ 卒 業 認 定 ・ 学 位 授 与

の 方 針 ） 」 に 定 め ら れ た 学 修 目 標 の 達 成 と い う 観 点 を 常 に 念 頭 に 置 き つ つ 、 個 々 の 授

業科目 につい て、 教育 課程全 体の中 での 分担 や授業 内容を 検討 する 。 
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Ⅱ .授 業 科 目 ・ 教 育 課 程 の 編 成 ・ 実 施 に つ い て  

 

・ 「 カ リ キ ュ ラ ム マ ッ プ 」 の 作 成 等 を 通 じ て 、 必 要 な 授 業 科 目 が 過 不 足 な く 設 定 さ れ て

いるか を検証 し、 必修 科目と それ以 外の 授業 科目を 分類す る。  

・ 「 カ リ キ ュ ラ ム ツ リ ー 」 の 作 成 等 を 通 じ て 、 各 授 業 科 目 相 互 の 関 係 や 、 学 位 取 得 に 至

るまで の履修 順序 や履 修要件 を検証 する 。  

・ 学 生 の 時 間 は 有 限 で あ る こ と を 前 提 に 、 学 生 の 学 修 意 欲 を 保 ち 、 密 度 の 濃 い 主 体 的 な

学 修 を 可 能 と す る 上 で は 、 必 修 科 目 の 適 切 な 設 定 や 、 学 生 の 同 時 履 修 授 業 科 目 数 の 大

胆 な 絞 り 込 み が 求 め ら れ る 。 し か し 、 本 学 部 、 短 期 大 学 は 、 看 護 師 、 保 健 師 、 養 護 教

諭 、 介 護 福 祉 士 の 資 格 や 免 許 取 得 の 関 係 で 必 要 と な る 授 業 科 目 が 法 令 等 で 規 定 さ れ て

いるた め、科 目設 定に は制限 がある 中で の検 討が必 要であ る。  

・ シ ラ バ ス の 具 体 的 な 内 容 は 教 員 が 作 成 す る が 、 学 位 プ ロ グ ラ ム レ ベ ル に お い て 、 シ ラ

バ ス に 記 載 す べ き 項 目 の 設 定 や 「 デ ィ プ ロ マ ・ ポ リ シ ー 卒 業 認 定 ・ 学 位 授 与 の 方 針 」

と各授 業科目 の到 達目 標の関 係の検 証等 が責 任を持 って行 われ る必 要があ る。  

３.授業科 目レ ベル  

・ 個 々 の 授 業 科 目 の 到 達 目 標 は 、 「 デ ィ プ ロ マ ・ ポ リ シ ー （ 卒 業 認 定 ・ 学 位 授 与 の 方

針 ） 」 に 定 め ら れ た 学 修 目 標 を 更 に 具 体 化 す る 観 点 か ら 「 何 を 学 び 、 身 に 付 け る こ と

ができ るのか 」を 意識 して設 定する 。  

・ シ ラ バ ス は 、 個 々 の 授 業 科 目 に つ い て 学 生 と 教 員 と の 共 通 理 解 を 図 る 上 で 極 め て 重 要

で あ り 、 単 な る 講 義 概 要 に と ど ま る こ と な く 、 授 業 の 行 程 表 と し て 機 能 す る と と も に 、

「 何 を 学 び 、 身 に 付 け る こ と が で き る の か 」 （ 到 達 目 標 ） を 明 確 に 定 め 、 適 切 な 成 績

評価を 実施で きる よう に作成 する。  

・ シ ラ バ ス の 作 成 に あ た っ て は 、 ① 授 業 科 目 の 目 的 と 到 達 目 標 、 ② 「 デ ィ プ ロ マ ・ ポ リ

シ ー （ 卒 業 認 定 ・ 学 位 授 与 の 方 針 ） 」 に 定 め ら れ た 学 修 目 標 と 授 業 科 目 の 到 達 目 標 の

関 係 、 ③ 授 業 科 目 の 内 容 と 方 法 、 ④ 授 業 科 目 の 計 画 、 ⑤ 成 績 評 価 基 準 、 ⑥ 事 前 学 修 と

事 後 学 修 の 内 容 等 を 盛 り 込 み 、 到 達 目 標 は 、 「 学 生 は 、 ～ す る こ と が で き る 」 と い う

形式で 記述す る。  

 

Ⅲ 学修成果・教育成果の把握・可視化について 

学 修 者 本 位 の 教 育 の 観 点 か ら 、 一 人 一 人 の 学 生 が 自 ら の 学 修 成 果 と し て 身 に 付 け た 資

質・能 力を自 覚で きる ように するこ とが 重要 である 。また 、大 学の 教育活 動を学 修目 標に

則して 適切に 評価 し、 「ディ プロマ ・ポ リシ ー（卒 業認定 ・学 位授 与の方 針）」 の見 直し

を含む 教育改 善に つな げるた めにも 、学 修成 果・教 育成果 を適 切に 把握・ 可視化 する 必要

がある 。把握 ・可 視化 に当た っては 、そ の限 界に留 意しつ つも 、学 生が、 同方針 に定 めら  
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Ⅲ  学 修 成 果 ・ 教 育 成 果 の 把 握 ・ 可 視 化 に つ い て  

 

れた学 修目標 の達 成状 況を可 視化さ れた エビ デンス ととも に説 明で きるよ う、複 数の 情報

を組み 合わせ た多 元的 な形で 行う必 要が ある 。その 際、大 学教 育の 質保証 の根幹 とし て、

また、 学修成 果・ 教育 成果の 把握・ 可視 化を 適切に 行う上 での 前提 として 、成績 評価 の信

頼性を 確保す る必 要が ある。  

 

・ 学 修 成 果 と は 、 「 一 人 一 人 の 学 生 が 自 ら の 学 び の 成 果 」 で あ り 、 学 生 自 身 が 身 に 付 け

た 資 質 ・ 能 力 を 自 覚 で き る よ う に す る こ と が 重 要 で あ る 。 こ の た め 、 学 修 目 標 の 達 成

状 況 を 可 視 化 さ れ た エ ビ デ ン ス と と も に 学 生 が 自 ら 説 明 で き る よ う に 複 数 の 情 報 を 組

み合わ せた多 元的 な形 で行わ れるこ とが 必要 である 。  

・ 教 育 成 果 と は 、 「 学 位 プ ロ グ ラ ム を 通 じ て デ ィ プ ロ マ ・ ポ リ シ ー （ 卒 業 認 定 ・ 学 位 授

与 の 方 針 ） に 定 め る 資 質 ・ 能 力 を 備 え た 学 生 を 育 成 で き て い る こ と の 成 果 」 で あ る 。

学修成 果と同 様に 説明 できる ことが 必要 であ る。  

・ 本 学 の 教 育 活 動 を 学 修 目 標 に 則 し て 適 切 に 評 価 す る た め に は 、 学 修 成 果 ・ 教 育 成 果 に

関 す る 情 報 を 的 確 に 把 握 ・ 可 視 化 す る 必 要 が あ る 。 そ の 上 で 、 把 握 ・ 可 視 化 し た 学 修

成 果 ・ 教 育 成 果 を 、 ア セ ス メ ン ト プ ラ ン を 踏 ま え た 点 検 ・ 評 価 に 適 切 に 活 用 し 、 学 修

目 標 の 達 成 に 向 け た 既 存 の 教 育 課 程 や 個 々 の 授 業 科 目 ・ 教 育 手 法 の 見 直 し 、 さ ら に は

「 デ ィ プ ロ マ ・ ポ リ シ ー （ 卒 業 認 定 ・ 学 位 授 与 の 方 針 ） 」 の 見 直 し 等 の 改 善 に つ な げ

ていく 。  

・ 学 修 成 果 ・ 教 育 成 果 の 把 握 ・ 可 視 化 に つ い て は 、 全 て の 学 修 成 果 ・ 教 育 成 果 を 網 羅 的

に 把 握 す る こ と は で き な い 。 ま た 、 把 握 し た 学 修 成 果 ・ 教 育 成 果 の 全 て が 必 ず し も 可

視化で きるわ けで もな いとい う限界 が存 在す ること 等に留 意す る必 要があ る。  

・ 学 修 成 果 ・ 教 育 成 果 の 把 握 ・ 可 視 化 は 、 あ く ま で 一 人 一 人 の 学 生 の た め 、 大 学 の 教 育

改 善 の た め に 行 わ れ る 取 組 で あ っ て 、 「 測 定 の た め の 測 定 」 に あ っ て は な ら な い こ と

を常に 意識す る必 要が ある。  

・ 成 績 評 価 の 信 頼 性 を 確 保 す る こ と は 、 大 学 教 育 の 質 保 証 の 根 幹 で あ り 、 学 修 成 果 ・ 教

育成果 の把握 ・可 視化 を適切 に行う 上で の前 提であ ること に留 意す る必要 がある 。  

1. 大学全 体レベ ル  

【成績 評価】  

・ 大 学 全 体 で 厳 格 な 成 績 評 価 を 行 う と と も に 、 成 績 評 価 に 関 す る 大 学 と し て の 考 え 方 を

内 外 に 示 す た め 、 成 績 評 価 に 関 す る 全 学 的 な 基 準 を 策 定 、 公 表 す る と と も に 、 授 業 科

目にお ける到 達目 標の 達成水 準との 関係 につ いて公 表を行 う。  

【学修 成果・ 教育 成果 の把握 ・可視 化】  



 

６ 

Ⅲ  学 修 成 果 ・ 教 育 成 果 の 把 握 ・ 可 視 化 に つ い て  

 

・ 学 修 成 果 ・ 教 育 成 果 の 把 握 ・ 可 視 化 に 用 い る こ と が で き る 情 報 は 、 世 界 的 に 標 準 化 さ

れ た も の が あ る わ け で は な く 、 ま た 、 そ の 仕 組 み を 構 築 し 、 そ の 結 果 に 対 し 学 内 外 の

理 解 を 得 る こ と は 相 応 の 時 間 が 必 要 な 困 難 な 取 組 で あ る 。 そ の た め 、 本 学 に お い て は 、

大学、 短期大 学の 教育 理念に 則し、 自主 的に 策定・ 開発を 計画 的に 進めて いく。  

・ 学 長 は 、 学 修 成 果 ・ 教 育 成 果 の 多 元 的 な 把 握 ・ 可 視 化 を 行 い 、 教 育 改 善 を 進 め る た め

に、教 育改善 を進 める ことが できる 全学 的な 組織を 整備す る。  

２.学位プ ログ ラムレ ベル  

【成績 評価】  

・ 厳 格 な 成 績 評 価 の 実 施 や 学 生 の 学 修 意 欲 の 向 上 の 観 点 か ら 、 各 授 業 科 目 の 到 達 目 標 に

ついて 、ルー ブリ ック 等を用 いてそ の具 体的 な達成 水準を 事前 に明 らかに してお く。  

・ 各 授 業 科 目 に お い て 、 あ ら か じ め 定 め ら れ た 成 績 評 価 基 準 を 踏 ま え て 意 図 さ れ た と お

りの成 績評価 が行 われ ている かを事 後的 に検 証する 仕組み を作 り、 実施し ていく 。  

【学修 成果・ 教育 成果 の把握 ・可視 化】  

・ 学 修 成 果 ・ 教 育 成 果 の 把 握 ・ 可 視 化 を 考 え る 上 で 、 個 々 の 授 業 科 目 の 成 果 や 大 学 内 外

に お け る 様 々 な 学 生 と し て の 活 動 の 成 果 が 、 「 デ ィ プ ロ マ ・ ポ リ シ ー （ 卒 業 認 定 ・ 学

位 授 与 の 方 針 ） 」 に 定 め ら れ た 資 質 ・ 能 力 を 身 に 付 け る こ と に ど の よ う に 寄 与 し て い

るかを 明らか にす るこ とが重 要であ る。  

・ 単 に 、 授 業 科 目 ご と の 成 績 評 価 を 示 す だ け で は 学 修 成 果 ・ 教 育 成 果 の 把 握 ・ 可 視 化 と

し て は 不 十 分 で あ り 、 学 部 、 研 究 科 、 短 期 大 学 が 自 ら 様 々 な 情 報 を 組 み 合 わ せ て 「 デ

ィ プ ロ マ ・ ポ リ シ ー （ 卒 業 認 定 ・ 学 位 授 与 の 方 針 ） 」 に 定 め ら れ た 学 修 目 標 の 達 成 状

況 を 明 ら か に す る こ と が 必 要 で あ る 。 そ の 際 、 エ ビ デ ン ス と し て 使 用 可 能 な 情 報 に つ

い て 、 同 ポ リ シ ー の 各 項 目 に 紐 付 け て 整 理 し 、 同 ポ リ シ ー に 定 め ら れ た 資 質 ・ 能 力 を

身に付 けてい るこ とを 示して いく。  

・ 「 デ ィ プ ロ マ ・ ポ リ シ ー （ 卒 業 認 定 ・ 学 位 授 与 の 方 針 ） 」 に 定 め ら れ た 学 修 目 標 の 達

成 状 況 を 明 ら か に す る た め の 学 修 成 果 ・ 教 育 成 果 に 関 す る 情 報 と し て は 、 以 下 の ① 、

② の よ う な も の が あ げ ら れ る 。 そ れ ら の 項 目 や 分 類 も 参 考 と し つ つ 、 自 主 的 ・ 自 律 的

な判断 とその 責任 の下 で進め ていく こと が必 要であ る。  

①大学 の教育 活動 に伴 う基本 的な情 報で 、学 部、短 期大学 、研 究科 におい て収集 可能 と

考えら れるも の  

・ 各 授 業 科 目 に お け る 到 達 目 標 の 達 成 状 況 、 学 位 の 取 得 状 況 、 学 生 の 成 長 実 感 ・

満 足 度 、 進 路 の 決 定 状 況 等 の 卒 業 後 の 状 況 （ 進 学 率 や 就 職 率 等 ） 、 修 業 年 限 期

間内に 卒業す る学 生の 割合、 留年率 、中 途退 学率、 学修時 間  



 

７ 

Ⅲ  学 修 成 果 ・ 教 育 成 果 の 把 握 ・ 可 視 化 に つ い て  

 

② 教 学 マ ネ ジ メ ン ト を 確 立 す る 上 で 学 部 、 研 究 科 、 短 期 大 学 の 判 断 の 下 で 収 集 す る こ

とが想 定され る情 報  

・ 「 卒 業 認 定 ・ 学 位 授 与 の 方 針 」 に 定 め ら れ た 特 定 の 資 質 ・ 能 力 の 修 得 状 況 を 直

接 的 に 評 価 す る こ と が で き る 授 業 科 目 に お け る 到 達 目 標 の 達 成 状 況 、 卒 業 論

文 ・ 卒 業 研 究 の 水 準 、 ア セ ス メ ン ト テ ス ト の 結 果 、 語 学 力 検 定 等 の 学 外 試 験 の

ス コ ア 、 資 格 取 得 や 受 賞 、 表 彰 歴 等 の 状 況 、 卒 業 生 に 対 す る 評 価 、 卒 業 生 か ら

の評価  

・ 学 修 成 果 ・ 教 育 成 果 の 把 握 ・ 可 視 化 に あ た っ て は 、 上 記 の よ う な 情 報 や 学 生 の 学 修 履

歴 ・ 活 動 履 歴 を 体 系 的 に 蓄 積 ・ 収 集 し 、 多 様 な 組 み 合 わ せ を 包 括 的 に 示 し 、 一 人 一 人

の 学 生 が 様 々 な 形 で エ ビ デ ン ス と し て 活 用 で き る よ う に す る た め に 、 学 修 ポ ー ト フ ォ

リ オ の 利 用 を 検 討 す る 。 さ ら に 、 学 生 の 同 意 の も と で 学 修 ポ ー ト フ ォ リ オ に 蓄 積 さ れ

た情報 を、就 職先 等の 社会に 向けて 提供 して いくこ とも検 討す る。  

・ 学 修 ポ ー ト フ ォ リ オ に 蓄 積 さ れ た 学 修 成 果 ・ 教 育 成 果 に 関 す る 情 報 を エ ビ デ ン ス と し

て 、 「 デ ィ プ ロ マ ・ ポ リ シ ー （ 卒 業 認 定 ・ 学 位 授 与 の 方 針 ） 」 に 定 め ら れ た 資 質 ・ 能

力の修 得状況 を評 価す る。  

３.授業科 目レ ベル  

【成績 評価】  

・ 「 各 授 業 科 目 に お け る 到 達 目 標 の 達 成 状 況 」 は 、 学 修 成 果 ・ 教 育 成 果 の 把 握 ・ 可 視 化

に お け る 最 も 基 本 的 で 、 出 発 点 と し て 位 置 付 け ら れ る 。 そ の た め 、 個 々 の 授 業 科 目 に

お い て は 、 そ の 到 達 目 標 に 応 じ た 適 切 な 成 績 評 価 手 法 が 選 択 さ れ 、 定 量 的 又 は 定 性 的

な根拠 に基づ いた 厳格 な成績 評価が 実施 する 。 

・ 成 績 評 価 は 、 各 授 業 科 目 に お け る 「 何 を 学 び 、 身 に 付 け る こ と が で き る の か 」 と い う

具 体 的 な 到 達 目 標 に 照 ら し て 、 で き る だ け 定 量 的 又 は 定 性 的 に 達 成 水 準 を 明 ら か に し 、

厳格に 点数・ 評語 に反 映させ る。  

・ 公 正 で 透 明 な 成 績 評 価 と い う 観 点 か ら 、 達 成 水 準 を 測 定 す る 手 法 や そ の 配 点 基 準 を あ

らかじ め明確 にし てお く。  

 

Ⅳ 教学マネジメントを支える基盤（ＦＤ・ＳＤの高度化、教学ＩＲ体制の確立） 

学修成 果・教 育成 果を 最大化 するた めに は、 教職員 の能力 向上 が必 要不可 欠であ る。 本

学は、 「ディ プロ マ・ ポリシ ー（卒 業認 定・ 学位授 与の方 針） 」に 沿った 学修者 本位 の教

育を提 供する ため に必 要な望 ましい 教職 員像 を定義 してい るが 、教 職員個 々の能 力向 上を

目指し て、適 切な ＦＤ ・ＳＤ を組織 的か つ体 系的に 実施し てい く。  



 

８ 

Ⅳ  教 学 マ ネ ジ メ ン ト を 支 え る 基 盤 （ Ｆ Ｄ ・ Ｓ Ｄ の 高 度 化 、 教 学 Ｉ Ｒ 体 制 の 確 立 ）  

 

加えて 、ＦＤ ・Ｓ Ｄは 、学修 成果・ 教育 成果 の把握 ・可視 化に より 得られ た情報 の共 有、

課題の 分析、 改善 方策 の立案 等、実 際に 教育 を改善 する活 動と して 位置付 け、実 施す る。  

 また 、教学 ＩＲ は、 教学マ ネジメ ント の基 礎とな る情報 を収 集す る上で の基盤 であ り、

学長を はじめ とす る学 内の理 解を促 進す ると ともに 、教学 ＩＲ を実 施する 上で必 要と なる

制度の 整備や 人材 の育 成を進 める。  

 

【ＦＤ ・ＳＤ の高 度化 】  

・ 学 修 者 本 位 の 教 育 を 提 供 す る た め の 新 た な 教 授 法 や 教 育 プ ロ グ ラ ム を 提 供 す る に 当 た

っ て は 、 そ れ を 設 計 ・ 実 施 す る 教 員 個 々 人 の 研 さ ん や 努 力 の み に 期 待 す る の で は な く 、

そ れ に 必 要 な 知 識 ・ 技 能 等 を 身 に 付 け ら れ る 研 修 の 実 施 等 、 組 織 的 か つ 体 系 的 な Ｆ

Ｄ・Ｓ Ｄの実 施が 不可 欠であ る。  

・ Ｆ Ｄ ・ Ｓ Ｄ は 、 学 修 成 果 ・ 教 育 成 果 の 把 握 ・ 可 視 化 に よ り 得 ら れ た 情 報 を 共 有 し 、 明

ら か に な っ た 課 題 を 分 析 し 、 こ れ に 対 応 す る た め の 改 善 方 策 を 立 て る な ど 、 多 く の 教

職員の 参画を 得な がら 、実際 に教育 を改 善す る重要 な活動 と位 置付 けられ る。  

・ 教 学 マ ネ ジ メ ン ト を 機 能 さ せ る た め に は 、 教 育 理 念 や 「 デ ィ プ ロ マ ・ ポ リ シ ー （ 卒 業

認 定 ・ 学 位 授 与 の 方 針 ） 」 を 踏 ま え た 望 ま し い 教 職 員 像 を Ｆ Ｄ ・ Ｓ Ｄ を 通 じ て 共 有 し 、

関係者 間で共 通理 解を 進めて いく。  

【教学 ＩＲ体 制の 確立 】  

・ 教 学 Ｉ Ｒ の 主 た る 役 割 は 、 大 学 全 体 の 関 係 者 が 教 学 改 革 に つ い て 正 し い 判 断 を 行 う た

め に 必 要 な デ ー タ を 収 集 ・ 分 析 し 、 一 定 の 目 標 達 成 に 資 す る 情 報 と し て 提 供 す る こ と

にある 。  

1. 大学全 体レベ ル  

【ＦＤ ・ＳＤ の高 度化 】 

・ 教 学 マ ネ ジ メ ン ト を 円 滑 に 実 施 し て い く た め 、 学 長 ・ 副 学 長 、 学 務 部 長 は 、 「 学 修 成

果 ・ 教 育 成 果 の 把 握 ・ 可 視 化 」 の 結 果 も 踏 ま え 、 大 学 全 体 と し て の 教 育 理 念 や 三 つ の

方 針 を 適 切 に 設 定 し た り 、 見 直 し た り す る た め の 研 修 会 等 の Ｆ Ｄ ・ Ｓ Ｄ を 、 定 期 的 に

企画・ 実施す る必 要が ある。  

・ 組 織 的 か つ 体 系 的 な Ｆ Ｄ ・ Ｓ Ｄ を 学 内 で 継 続 的 に 実 施 す る た め 、 教 職 員 の 能 力 開 発 を

担 当 す る 組 織 の 構 築 ・ 運 用 や 、 Ｆ Ｄ の 企 画 ・ 立 案 ・ 実 施 に 必 要 な 能 力 を 身 に 付 け た 専

門人材 の確保 ・育 成を 進める 。  

 

 



 

９ 

Ⅳ  教 学 マ ネ ジ メ ン ト を 支 え る 基 盤 （ Ｆ Ｄ ・ Ｓ Ｄ の 高 度 化 、 教 学 Ｉ Ｒ 体 制 の 確 立 ）  

 

・ 学 内 に お い て 専 門 人 材 を 確 保 ・ 育 成 で き な い 場 合 に お い て も 、 先 進 的 な 取 組 を 行 う 大

学 や Ｆ Ｄ ・ Ｓ Ｄ に 関 す る 教 育 関 係 共 同 利 用 拠 点 と の 連 携 、 コ ン ソ ー シ ア ム へ の 参 加 等 、

自学の 教職員 に対 しＦ Ｄ・Ｓ Ｄの機 会を 提供 できる 環境づ くり に努 める。  

【教学 ＩＲ体 制の 確立 】  

・ 教 学 Ｉ Ｒ 部 門 の 役 割 は 情 報 の 収 集 ・ 分 析 で あ り 、 分 析 の 結 果 得 ら れ た 情 報 を 踏 ま え て

教 育 改 善 の た め の 判 断 を 下 す こ と は 、 学 長 を は じ め 、 学 務 部 長 、 学 部 長 、 学 科 長 、 研

究科長 の役割 であ る。  

・ 教 学 Ｉ Ｒ 部 門 が 学 内 の 様 々 な 学 部 ・ 部 署 か ら 円 滑 に デ ー タ を 収 集 し 、 適 確 な 分 析 を 行

うため に、学 長は 、教 学ＩＲ 部門に 必要 な権 限を付 与する など の環 境整備 を行う 。  

・ 教 学 Ｉ Ｒ に 必 要 と な る 学 内 の 各 種 デ ー タ を 円 滑 か つ 継 続 的 に 収 集 ・ 保 存 ・ 管 理 し 、 活

用 す る 上 で は 、 部 局 を 超 え て デ ー タ を 円 滑 に 収 集 す る こ と を 可 能 と す る 規 定 や 、 デ ー

タの適 切な取 扱に 関す る定め 等の学 内規 定等 の整備 を進め る。  

2. 学位プ ログラ ムレ ベル  

【ＦＤ ・ＳＤ の高 度化 】 

・ 「 デ ィ プ ロ マ ・ ポ リ シ ー （ 卒 業 認 定 ・ 学 位 授 与 の 方 針 ） 」 を 踏 ま え 、 学 位 プ ロ グ ラ ム

が 目 指 す 教 育 を 提 供 す る た め に 当 該 プ ロ グ ラ ム に お い て 、 教 職 員 に 求 め ら れ る 資 質 ・

能 力 を 望 ま し い 教 職 員 像 を も と に 、 教 職 員 の 経 験 等 に 応 じ て 体 系 的 に Ｆ Ｄ ・ Ｓ Ｄ の 機

会を提 供する 。  

・ 教 員 と し て の 経 験 が 少 な い 新 任 の 教 員 や 実 務 経 験 の あ る 教 員 の 採 用 の タ イ ミ ン グ で 、

大 学 教 員 に 一 般 的 に 求 め ら れ る 基 礎 的 な 知 識 ・ 技 能 や 学 位 プ ロ グ ラ ム を 担 う 教 員 と し

て望ま しい資 質・ 能力 を身に 付けさ せる ため のＦＤ ・ＳＤ を行 う。  

・ 教 員 と し て の 経 験 を 有 す る 者 に 対 し て も 、 新 た に 着 任 し た 場 合 や 組 織 内 で 担 う 役 割 が

変 化 し た 場 合 等 、 節 目 と な る 時 点 を 中 心 に 、 教 員 と し て の 知 識 ・ 技 能 の ア ッ プ デ ー ト

を図る 観点か ら、 個々 の教員 の状況 等に 合わ せて適 切なＦ Ｄ・ ＳＤ を実施 する。  

【教学 ＩＲ体 制の 確立 】  

・ 教 学 Ｉ Ｒ は 、 「 デ ィ プ ロ マ ・ ポ リ シ ー （ 卒 業 認 定 ・ 学 位 授 与 の 方 針 ） 」 に 則 し た 学 修

者 本 位 の 教 育 が 提 供 さ れ て い る か 、 そ の た め に 改 善 す べ き 点 は 何 か 、 同 方 針 そ の も の

を改善 すべき 点は ない かとい った観 点か ら、 適切な タイミ ング で実 施して いく。  

・ 教 学 Ｉ Ｒ は 、 学 修 成 果 ・ 教 育 成 果 の 把 握 ・ 可 視 化 と 密 接 に 関 わ る も の で あ る こ と か ら 、

学 部 長 、 研 究 科 長 、 学 科 長 等 は 重 点 的 に 把 握 ・ 可 視 化 す べ き 学 修 成 果 は 何 か 、 ど の よ

う な 分 析 を 加 え て 欲 し い の か 等 の 要 望 を 教 学 Ｉ Ｒ 部 門 に 対 し 適 確 に 伝 え 、 学 内 で 連 携

を図り 取組を 組織 的に 進めて いく。  
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Ⅳ  教 学 マ ネ ジ メ ン ト を 支 え る 基 盤 （ Ｆ Ｄ ・ Ｓ Ｄ の 高 度 化 、 教 学 Ｉ Ｒ 体 制 の 確 立 ）  

 

3. 授業科 目レベ ル  

【ＦＤ ・ＳＤ の高 度化 】 

・ 「 デ ィ プ ロ マ ・ ポ リ シ ー （ 卒 業 認 定 ・ 学 位 授 与 の 方 針 ） 」 に 則 し た 最 適 な 教 育 を 提 供

す る た め に は 、 学 位 プ ロ グ ラ ム に お け る 個 々 の 授 業 科 目 を 担 当 す る 個 々 の 教 員 が 同 方

針その ものや 個々 の授 業科目 との関 係を 理解 ・認識 する。  

・ 個 々 の 教 員 に 対 し 大 学 の 教 員 に 一 般 に 求 め ら れ る 基 礎 的 な 知 識 ・ 技 能 及 び 学 位 プ ロ グ

ラ ム を 担 う 教 員 と し て 望 ま し い 資 質 ・ 能 力 を 身 に 付 け さ せ る た め の Ｆ Ｄ ・ Ｓ Ｄ を 実 施

してい く。  

【教学 ＩＲ体 制の 確立 】  

・ 個 々 の 授 業 科 目 と の 関 係 で は 、 教 学 Ｉ Ｒ は 当 該 授 業 科 目 が 「 デ ィ プ ロ マ ・ ポ リ シ ー

（ 卒 業 認 定 ・ 学 位 授 与 の 方 針 ） 」 と の 関 係 で 期 待 さ れ る 役 割 を 果 た し て い る か 等 、 マ

クロな 観点か らの 授業 科目の 検証・ 改善 を行 う。  

・ 授 業 科 目 単 体 と し て 学 生 の 参 加 意 欲 や 興 味 ・ 関 心 を 高 め る た め に は ど う す れ ば よ い か

等 の ミ ク ロ な 観 点 か ら の 授 業 科 目 の 検 証 ・ 改 善 に も 用 い る こ と が 可 能 で あ り 、 適 切 な

目標設 定の下 に実 施し ていく 。  

 

Ⅴ 情報公表 

情報公 表は、 学生 や学 費負担 者、入 学希 望者 等の直 接の関 係者 に加 え、幅 広く社 会に 対

して積 極的に 説明 責任 を果た してい くこ とで あり、 大学教 育の 質の 向上と いう観 点か らも

重要で ある。 本学 は、 本学の 特色を 生か して 学修者 本位の 観点 から 教育を 充実し てい くた

めにも 、学生 の学 修成 果や教 育成果 に関 係す る情報 をより 自発 的・ 積極的 に公表 して いく 。 

また、 地域社 会や 産業 界、大 学進学 者等 の大 学の外 部から の声 や期 待を意 識し、 社会 か

らの信 頼と支 援を 得る という 好循環 を形 成す るため 、さら に、 社会 からの 評価を 通じ た大

学教育 の質の 向上 を進 めるた めにも 、情 報の 公表を 積極的 に進 める 。 

・ 本 学 は 、 自 ら の 強 み ・ 特 色 を 生 か し て 恒 常 的 に 教 育 に 関 す る 質 の 維 持 ・ 向 上 を 図 っ て

い る 。 こ の こ と を 、 社 会 に 対 し て 公 表 す る 営 み は 、 本 学 の 教 育 の 質 の 維 持 ・ 向 上 に 向

けた動 機とな り、 関連 する取 組を促 す側 面が あると 考えら れる 。  

・ 本 学 に お け る 学 修 成 果 や 教 育 成 果 、 大 学 教 育 の 質 に 関 す る 情 報 を 大 学 内 部 に と ど ま ら

ず 、 よ り 自 発 的 ・ 積 極 的 に 社 会 に 対 し 公 表 し て い く こ と に よ り 、 大 学 が 学 修 成 果 や 教

育成果 に基づ いた 多元 的な尺 度に基 づき 理解 される ことを 促進 して いく必 要があ る。  
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Ⅴ  情 報 公 表  

 

・ 本 学 が 地 域 社 会 や 産 業 界 等 と 恒 常 的 な 「 組 織 対 組 織 」 の 連 携 を 深 め 、 そ の 協 力 を 継 続

的 に 得 て い く た め に は 、 大 学 内 部 の 取 組 が 理 解 さ れ る こ と が 必 要 で あ る 。 そ の た め 、

積 極 的 に 情 報 公 表 を 行 っ て い く こ と に よ り 外 部 の 期 待 に 応 え て い る こ と を 示 し 、 社 会

からの 評価と 支援 を得 るとい う好循 環を 形成 するこ とが求 めら れる 。 

・ 可 能 な 限 り 広 範 で 具 体 的 な 情 報 を 外 部 に 発 信 し 、 外 部 か ら の 適 切 な 評 価 や 支 援 を 教 学

マ ネ ジ メ ン ト の 各 局 面 で 生 か す こ と で 、 社 会 か ら の 評 価 を 通 じ た 教 育 の 質 の 向 上 や 、

入学希 望者の ミス マッ チの回 避を図 って いく 。 

・ 大 学 の 活 動 は 多 面 に わ た っ て い る こ と か ら 、 情 報 公 表 を 進 め て い く に 当 た っ て は 、

様 々 な 情 報 を 組 み 合 わ せ て 、 大 学 全 体 の 姿 を で き る だ け 包 括 的 に 描 き 出 す 必 要 が あ る 。

個 々 の 情 報 が 単 独 で 示 す こ と の で き る 内 容 に は 限 界 が あ る こ と か ら 、 個 々 の 情 報 に 対

す る 分 析 や 解 説 を 、 そ の 根 拠 と 併 せ て 公 表 す る こ と 等 に よ り 、 大 学 教 育 の 質 を 判 断 す

る情報 の一つ とし て活 用する 。  

1. 大学全 体レベ ル  

・ 学 修 成 果 ・ 教 育 成 果 の 把 握 ・ 可 視 化 の 観 点 か ら 、 学 生 が 自 ら の 学 修 成 果 を 自 覚 し 、 説

明 で き る よ う に な る こ と や 、 大 学 が 教 育 成 果 を エ ビ デ ン ス と と も に 説 明 で き る よ う に

す る 必 要 が あ る 。 情 報 公 表 に お い て は 、 当 事 者 で あ る 学 生 や 学 外 者 で も 理 解 で き る 内

容・表 現とす るこ とで 、関係 者に対 して 誠実 な情報 公表を 行う 。  

・ 大 学 に お け る 学 修 成 果 や 教 育 成 果 、 こ れ ら を 保 証 す る 条 件 に 関 す る 情 報 と し て 公 表 す

る 意 義 が あ る も の と し て は 、 以 下 の よ う な も の が あ げ ら れ る 。 情 報 の 収 集 に あ た っ て

は 、 教 学 Ｉ Ｒ 部 門 と の 連 携 を 構 築 し 、 あ ら か じ め 必 要 な 手 順 を 定 め る な ど 適 切 な 体 制

を整え た上で 行う 。  

（１） 「卒業 認定 ・学 位授与 の方針 」に 定め られた 学修目 標の 達成 状況を 明らか にす る

ための 学修成 果・ 教育 成果に 関する 情報  

① 大 学の教 育活 動に 伴う基 本的な 情報  

各 授 業 科 目 に お け る 到 達 目 標 の 達 成 状 況 、 学 位 の 取 得 状 況 、 学 生 の 成 長 実 感 ・ 満

足 度 、 進 路 の 決 定 状 況 等 の 卒 業 後 の 状 況 （ 進 学 率 や 就 職 率 等 ） 、 修 業 年 限 期 間 内

に卒業 する学 生の 割合 、留年 率、中 途退 学率 、学修 時間  

② 教 学マネ ジメ ント を確立 する上 で収 集す ること が想定 され る情 報 

「 デ ィ プ ロ マ ・ ポ リ シ ー （ 卒 業 認 定 ・ 学 位 授 与 の 方 針 ） 」 に 定 め ら れ た 特 定 の 資

質 ・ 能 力 の 修 得 状 況 を 直 接 的 に 評 価 す る こ と が で き る 授 業 科 目 に お け る 到 達 目 標

の達成 状況、 卒業 論文 ・卒業 研究の 水準 、ア セスメ ントテ スト の結 果、語 学力検  
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定 等 の 学 外 試 験 の ス コ ア 、 資 格 取 得 や 受 賞 、 表 彰 歴 等 の 状 況 、 卒 業 生 に 対 す る 評

価、卒 業生か らの 評価  

（２） 学修成 果・ 教育 成果を 保証す る条 件に 関する 情報  

① 大 学の教 育活 動に 伴う基 本的な 情報  

入 学 者 選 抜 の 状 況 、 教 員 一 人 あ た り の 学 生 数 、 学 事 暦 の 柔 軟 化 の 状 況 、 履 修 単 位

の 登 録 上 限 設 定 の 状 況 、 授 業 の 方 法 や 内 容 ・ 授 業 計 画 （ シ ラ バ ス の 内 容 ） 、 早 期

卒業や 大学院 への 飛び 入学の 状況、 ＦＤ ・Ｓ Ｄの実 施状況  

② 教 学マネ ジメ ント を確立 する上 収集 する ことが 想定さ れる 情報  

Ｇ Ｐ Ａ の 活 用 状 況 、 カ リ キ ュ ラ ム マ ッ プ 、 カ リ キ ュ ラ ム ツ リ ー 等 の 活 用 状 況 、 ナ

ンバリ ングの 実施 状況 、教員 の業績 評価 の状 況、教 学ＩＲ の整 備状 況 
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